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研究成果の概要：慢性腎不全モデルラットにおいて腎組織像、線維化関連物質、血漿インドキ
シル硫酸への運動の効果を検討した。5/6 腎摘除慢性腎不全モデルラットを非運動群、運動群
に分け、偽手術群を加えた 3 群に 12 週間の走行運動を実施した。運動は、尿蛋白、血清クレア
チニン、血漿尿素窒素、血漿インドキシル硫酸濃度を低下させ、組織学的には、糸球体硬化や
腎間質線維化を軽減した。以上の結果から、運動は腎間質線維化の改善を伴ってインドキシル
硫酸の体内蓄積を軽減する可能性が示唆された。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
慢性腎不全モデルにおいて、病期の進行に伴い、尿毒症物質であるインドキシル硫酸が体内に
蓄積し、運動は腎間質線維化の改善を伴って血漿インドキシル硫酸濃度を軽減することが明ら
かになった。本研究成果は、慢性腎不全における運動によるインドキシル硫酸体内蓄積への有
効性の可能性を示唆した。 
 
研究分野：リハビリテーション医学 
 
キーワード：リハビリテーション 運動療法 腎不全 インドキシル硫酸 
 
１．研究の目的 
慢性腎不全においてインドキシル硫酸の蓄積により糸球体硬化を引き起こすことが報告され、
インドキシル硫酸の体内蓄積と腎線維化の亢進が強く関連することが明らかになっている。運
動は慢性腎不全モデルの腎線維化を軽減させることが報告されているが、インドキシル硫酸体
内蓄積への影響は明らかでない。本研究は、慢性腎不全モデルラットを用いて、運動によるイ
ンドキシル硫酸の体内蓄積への影響を明らかにすることを目的とした。 
 
２．研究成果 
(1)生化学検査 
尿蛋白、尿蛋白、血清クレアチニン、血漿尿素窒素、血漿インドキシル硫酸濃度は偽手術群に
比較して非運動群で有意に高く、運動群では有意に減少した。 
(2)腎間質線維化 
糸球体硬化指数は、非運動群において偽手術群と比較して有意に高く (偽手術群 0.05±0.01 
vs. 非運動群 2.59±0.01、P<0.01)、運動群において、有意に減少した (運動群 1.96±0.03、
P<0.01)。また非運動群において、偽手術群と比較して腎相対的間質容積比が有意に増加し (偽
手術群 4.61±0.70% vs. 非運動群 19.7±0.74%、P<0.01)、運動群において、有意に減少した(運
動群 12.5±0.99%、P<0.01)。 
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